
「南極の氷」にさわってみよう

三島夏祭りで自衛隊をＰＲ

年
前
の
空
気
が
弾
け
る
音
を
聞
い
た
り
し
て
遠
い
南
極
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
た
。

達
が
「
見
て
聞
い
て
触
っ
て
」
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
が
持

し
ず
お
か
科
学
技
術
月
間
の
イ
ベ
ン
ト
「
南
極
の
氷
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う
」
で
南

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
様
な
子
供
に
夢
や
目
標
を
与
え
る
場
を
最
大
限
に

当
日
は
、
ま
ず
海
上
自
衛
官
が
遠
洋
航
海
で
海
外
２
４
か
国
を
訪
れ
た
訓
練
の

強
に
な
っ
た
」「
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
題
材
に
し
た
い
の
で
、
南
極
の
氷
や
石

う
に
努
め
て
い
く
。

行
っ
た
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
実
際
に
氷
や
石
に
触
れ
、
氷
に
含
ま
れ
た
１
万

極
観
測
事
業
協
力
と
海
上
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

日
（
月
）、
静
岡
科
学
館
る
・
く
・
る
（
静
岡
市
駿
河
区
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
聞
き
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ち
帰
っ
た
南
極
の
氷
や
現
地
の
石
の
展
示
等
を
行
っ
た
。

参
加
し
た
子
供
か
ら
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
い
説
明
で
、
楽
し
く
と
て
も
勉

活
用
し
て
、
世
界
で
働
く
自
衛
隊
の
活
動
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
８
月
８

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
８
月

バ
ッ
チ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
。

能
の
祭
囃
子
「
し
ゃ
ぎ
り
」
や
各
種
音
楽
演
奏
等
が
三
島
市
各
所
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
住
民
の
自

市
役
所
前
に
展
開
し
た
自
衛
隊
ブ
ー
ス
は
、
自
衛
隊
車
両
の
７
３
式
小
型
ト

子
供
が
い
る
家
族
連
れ
は
子
供
に
迷
彩
服
を
着
せ
て
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
大

ラ
ッ
ク
や
活
動
パ
ネ
ル
の
展
示
、
迷
彩
服
の
体
験
試
着
コ
ー
ナ
ー
、
自
衛
隊
缶

こ
の
夏
祭
り
は
、
毎
年
約
５
０
万
人
が
訪
れ
る
大
規
模
な
も
の
で
、
伝
統
芸

１
６
日
（
火
）
と
１
７
日
（
水
）、
三
島
市
の
協
力
に
よ
り
「
三
島
夏
祭
り
」
に

い
に
楽
し
ん
で
い
た
。

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

来
場
者
は
、
初
め
て
近
く
で
見
る
自
衛
隊
の
車
両
に
興
味
を
示
し
、
小
さ
な

衛
隊
へ
の
理
解
と
関
心
の
向
上
を
図
り
、
防
衛
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
科
学
館
と
の
共
催
に
よ
り
今
回
で
６
回
目
と
な
り
、
子
供

状
況
や
現
地
の
様
子
に
つ
い
て
話
を
し
た
後
に
、
南
極
観
測
事
業
協
力
の
説
明
を


